平成24年度当初予算　　　支出科目　款：教育費　　項：社会教育費　　目：文化財保護費
	事業名: 無形民俗文化財伝承事業費補助金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　　教育委員会　社会教育文化課　伝統文化財担当　電話番号：058-272-8759
　　　　　　　　                   　　　E-mail：c17768@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：3,200千円（前年度予算額：3,200千円）

	事業内容


	１　事業の内容


無形民俗文化財、特に地域に根ざした伝統芸能の保護・保存のための事業に対して補助金を交付する。
【補助対象者】　  県域レベルで活動する伝統芸能の保存・振興団体
　　　　　　　　　  【補助対象事業】　上記団体が行う伝統芸能の振興及び保存・伝承のための事業で知事が適当と認め
たもの
・大　　会　　年１回開催される大会は、県民の認知度が高まり、練習の成果や後継者育成活動
を発表する場として定着しているため、開催を継続できるよう支援を継続
・伝承教室　　若手後継者育成を推進する長期にわたる支援は必要であり、伝承教室によって、
不足がちな太夫師・三味線師等、芸能を支える後継者が育ち始めている活動を継
続するため維持
      　　　　　　
	２　所要経費


【飛騨・美濃歌舞伎大会】　900千円　　　【岐阜県文楽能大会】　700千円
【地歌舞伎伝承教室】　　　800千円　　　【文楽・能伝承教室】　800千円
	これまでの取組と成果


	１　これまでの取組状況


　  無形民俗文化財の保存・振興を図るために県域の団体が行う事業に対して、支援を行った。
（１）飛騨・美濃歌舞伎大会（２）地歌舞伎伝承教室（３）岐阜県文楽能大会
（４）文楽能伝承教室
	２　これまでの取組に対する評価


・大会や伝承教室の開催により、伝統芸能の保存・伝承、普及・啓発に大きな効果をあげるとともに、県民文化の資質向上に貢献している。
・伝承教室では自前の太夫師・三味線師が育成されつつあり、新規に参加する県民も見られ、各保存会の伝承気運の高まりに大きく貢献している。
・大会は、県域を対象とし、異なる地域の保存会が競演する唯一の大会として県民の間に認知され、観覧者数も多く、会場がほぼ満員になる状況が続いている。
・伝統文化の魅力を県民に発信する機会として貴重であり、後継者育成の気運を高める場でもある。

	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）
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